
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏季手当交渉が始まりました。コロナ禍において過去に生活給である期末手

当が年間支給で 2.0 ヶ月下げられることも経験しました。黒字化回復に向けて

全ＪＲ労働者が業務融合と組織再編に取組みました。 

 第 1 回の交渉で会社は直近の業績を見て判断するとしています。前年度決算

は黒字化実現しました。その成果配分を求めていきましょう！ 
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東日本ユニオンが目指す「期末手当年間支給６．０ヶ月以上」に対して多く

のＪＲ労働者から賛同の声が届いています。 

業務融合や組織再編で管理者の仕事をやらされていると感じる。

ボーナス３．０ヶ月出なければやっていられない！ 

業績が回復しているのだから３．０ヶ月出ないと困る。世間相場

とか、先行き不透明とかまだ言っているのか。本当に良い訳上手。 
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